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日本気象学会  2016 年度藤原賞  

 

受賞者：杉  正人（気象研究所）  

業績：数値天気予報・長期予報の精度向上並びに気候・地球温暖化予測

研究への諸貢献と推進  

選定理由：  

杉  正人氏はこれまで気象庁、防災科学技術研究所、海洋研究開発機

構に在籍し、数値予報業務や長期予報業務などに従事し、気象・気候モ

デルの開発や、それらのモデルを用いた長期予報や地球温暖化予測に関

する諸研究を行うとともに、WMO（世界気象機関）気候委員会や WCRP

の CLIVAR （ Climate  and Ocean:  Variabi l i ty,  Predictabi l i ty  and  

Change）の中で委員などを務めてきた。  

杉氏は、1988 年３月より開始した全球モデルによる週間予報業務の中

で、そのために開発した全球モデルの放射過程の精度向上を図り、降水

量予報精度を向上させ、数値予報業務に貢献した。これに関して、放射

過程の計算に於ける 12.5～ 18μm の水蒸気と二酸化炭素の赤外放射吸

収帯のオーバーラップ効果の重要性を、後の地球温暖化に伴う台風に関

する研究の中で自らが明確にした。その後、力学的長期予報や気候予測

の可能性に関して潜在的長期・気候予測可能性を探る研究を行い、後の

気象庁気候情報課における長期予報業務への本格的な力学的予測手法の

導入を決断させる基礎的研究成果を挙げた。2007 年度には全球数値予報

モデルの開発とそれを用いた気候予測研究により、日本気象学会賞を受

賞している  

この研究と並行して、地球温暖化時の台風の動向に関する研究を開始

したが、これは地球シミュレータの開発などによる計算機環境の改善に

伴い、水平解像度 120km、60km、20km の全球モデルを用いたものから、

最近では全球非静力学モデル NICAM を用いた 14km、７ km、 3.5km に

よるものに至るまで 20 年を超えて研究が継続された。杉氏はこれらの

研究を主導し、 IPCC（ Intergovernmental  Panel  on  Cl imate  Change）

第一作業部会（WGI）の第５次評価報告書（ AR5）における地球温暖化

時の台風動向の記述に貢献する数多くの成果を挙げたことは高く評価さ

れる。  

杉氏はまた気象庁気候情報課の課長在職中、これまでに自ら行ってき

た長期予報の力学的予測に関する研究成果、それまでのエルニーニョ予

報業務の成果や、その他大勢の関係者の関連研究成果に基づいて、既に

力学手法が導入されていた１か月予報に加え、３か月予報、寒・暖候期

予報にも力学的手法を導入し、全ての長期予報を力学モデルによる予測

に基づくものに変更し、積年の課題であった長期予報の精度の安定化を

図るとともに、確率予測情報としての長期予報の精度向上を図れるよう

にした。また、1979 年～ 2004 年までの 25 年間の気候再解析データ作成

を目的として気象庁と (財 )電力中央研究所とが共同して実施した JRA25

の立ち上げと推進にも貢献した。  

文部科学省は 2002 年度より地球シミュレータを用いた大規模な気候
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変動予測研究プロジェクト「人・自然・地球共生プロジェクト」を５年

計画で立ち上げ、その後これを受け継いだプロジェクトが現在も続いて

いるが、杉氏はこれらのプロジェクトの主目的である地球温暖化予測に

関する研究に、温暖化時の台風動向研究の先駆者として加わり、プロジ

ェクトの成功に貢献した。同時に、自らの研究テーマである温暖化時の

台風の動向に関して、そのメカニズムも含めて解明し、結論を確固たる

ものとした。また、これらのプロジェクトと並行して 2011 年度に立ち

上がった「HPCI（High Per formance  Computing Infrastructure）戦略

プログラム・分野３」にも中核メンバーとして参加し、上記の NICAM

による温暖化実験を主導している。最近では、結論をより確実なものと

するために温暖化とは逆の寒冷化実験を行い、その目的を達成するとと

もに、氷期においても台風が存在していた可能性を具体的に示した研究

として注目されている。  

以 上 述 べ た 研 究 活 動 や 気 象 庁 業 務 に お け る 諸 貢 献 の 他 に 、 杉 氏 は

WMO の RA（ Regional  Association）Ⅱ気候作業部会長として世界各国

における長期・気候予報業務の質の向上を図るための仕組みとして地域

気候センター（ RCC）の導入の決定（ 2004 年）に尽力し、その結果 2009

年には気象庁において RCC としての TCC（ Tokyo Cl imate  Center）が

立ち上がっている。  

以上の理由により，杉  正人氏に日本気象学会藤原賞を贈呈するもの

である。  
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日本気象学会  2016 年度藤原賞  

 

受賞者：津田敏隆（京都大学生存圏研究所）  

業績：電波リモートセンシング技術による大気擾乱の観測的研究  

選定理由：  

津田敏隆氏は、過去 30 年以上にわたり、電波リモートセンシング技

術による大気擾乱の研究を実行し、また関連するプロジェクトを主導し

てきた。1970 年代末から 1980 年代初めにかけては、京都大学の流星レ

ーダーや VHF 帯レーダーを用いて中間圏から下部熱圏の大気潮汐、２

日周期自由振動、内部重力波などの大気波動の実態を明らかにした。中

間圏から下部熱圏はラジオゾンデは届かない領域であり、観測は困難で

あった。流星レーダーは中間圏から下部熱圏の貴重な観測手段として当

時すでに知られていたが、津田氏は電気工学専攻の経験のもとで、比較

的小型の流星レーダーの開発に従事するとともに、観測データの解析を

行った。津田氏はこれにより 1994 年度の日本気象学会堀内基金奨励賞

を受賞している。  

その後も高層大気中の重力波の実態について VHF 帯レーダーである

信楽の MU レーダーや高分解能ラジオゾンデを使って観測的研究を継続

した。内部重力波が高層大気の風のドラッグとして働くことは理論的に

知られていたが、そのドラッグの量的な評価を行うには観測データが必

要である。しかしこのような観測的研究は少なかった。津田氏らが観測

から推定した重力波の飽和スペクトル（１）は、今では教科書的に広く

引用されている。重力波による運動量の鉛直輸送の季節性についての観

測的研究（２）も広く知られている。赤道域は赤道重力波など中高緯度

域とは異なった波動が卓越するが、その実態を高分解能ラジオゾンデを

用いたキャンペーン観測により明らかにしている（３）（４）さらに重力

波の活動と電離層の擾乱との関連など、重力波を介しての成層圏大気と

超高層大気の上下結合に関わる観測結果を提示している。  

津田氏は並行して、電波技術による大気観測手法の開発の一環として

電波音波併用レーダー（ RASS）や境界層レーダーの開発、また赤道域

の貴重な VHF レーダーとなっているインドネシアの赤道レーダーの開

発などにも携わり、大気の電波リモートセンシング技術の進展に大きく

寄与した。  

MU レーダーや赤道レーダーによる観測は１点観測であるが、津田氏

は電波による大気リモートセンシングの開発と利用の実績のもとで、米

国の精密測位衛星（ GPS）の掩蔽法における電波遅延を用いた気温変動

に着目し、大気重力波の分布を、観測の乏しい海洋上や赤道域を含めて

全球的に調べ、その季節変化を明らかにした（５）。この研究の過程では

ラジオゾンデ観測との比較による検証も行い、結果を確実なものとして

いる。この結果はモデルにおける重力波のパラメタリゼーションなども

含めて、高層大気中の大気重力波のその後の研究の基礎となっている。

また対流圏との関係においても、熱帯域の圏界面変動や、GPS の電波遅

延には水蒸気の影響があることを使っての対流圏の可降水量の見積もり、
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３次元水蒸気トモグラフィーなどのいわゆる GNSS 気象学の発展にも中

心的な役割を果たした。これらの功績により 2003 年度の日本気象学会

学会賞を受賞している。  

津田氏は、自身の研究とともに、MU レーダーまたインドネシアの赤

道レーダーのプロジェクトに深く関与し、プロジェクトを推進している。

また GPS 掩蔽法の開発プロジェクトを主導し、多くの成果を挙げている。 

以上のように、津田氏は長年にわたり大気の電波リモートセンシング

技術の開発とそれによる大気の観測的研究において、多大な成果を挙げ

ている。電波工学研究と大気研究の両方を融合させて一つの分野にまで

発展させていることは特筆に値する。さらにこの分野において多くのプ

ロジェクトを主導するとともに、大学において数多くの若手研究者を育

成してきた。  

以上の理由により、津田敏隆氏に 2016 年度日本気象学会藤原賞を贈

呈するものである。  
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